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カメラソリューションによるAI検知システム



カメラソリューションによるAI検知システム

AI泡検知システムによる薬剤投入量最適化の実現

ケミカルソリューションカンパニー x デバイス事業から生まれた
コラボレーション製品
カメラによる対象物の監視、及び異常検出による薬剤投入量の
適正化
環境配慮、リサイクル率、及び事故率低減によるイメージ向上
システム自動化により生産性向上、事故率低減の実現
お客様の環境に合わせたシステム提案と精度改善

◆導入ステップ

お客様からの
ご要望

部材選定、
システム構築

システム一式
設置

学習データ
収集

シームレスによる対応

< AI検知システムBlaze本体 > < AI検知システムCyclone本体 >

AI学習、
再学習 テスト運用

◆特長

ステップを踏んで段階的に検討を実施し、テスト運用以降も継続的に
サポートします。



◆ ソリューション構成例

◆ お問い合わせ
伯東株式会社
デバイス事業統括部 技術･ソリューション部
亀代 昌史
TEL : 070-6949-5135
* 本書に記載の製品、及び サービスの仕様は予告なく変更する場合がございます。
* 本書に記載の製品、及び サービスの仕様は2023年10月31日現在の情報です。

◆ AIによる画像分類例

AIカメラソリューションを用いて、現場に設置する専用の監視、及び
異常を検知するAI検知システムを提供します。

亜鉛回収工程の発泡監視点での泡量の監視(対応中)
塗料カス状況の監視(対応中)

◆ ソリューション適用事例

AIを用いて発泡を検知し、状態を分類の上、お知らせします。

【泡無し】 【発泡確認】
消泡剤投入指示

【消泡剤投入直後】 【消泡剤投入
時間経過後】



椎茸AI粗選別デモ機 ご紹介
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椎茸AI粗選別デモ機の目的と効果
1. 背景
菌床椎茸栽培の世代交代、新規参入等が進む中、知識と経験が必要な荒選別の精度が
下がることで、市場優位性が徐々に失われる懸念がある。

2. 目的
知識・経験が無くとも、椎茸の荒選別が出来るAI粗選別機を開発する。

3. 具体的な取り組み内容
① AI粗選別デモ機への選別規格の学習。
② 選別方法(AI粗選別デモ機、目視)の違いによる選別精度検証
③ 選別方法による労力低減度(時間、人数等) の検証

4. 期待される効果
誰でもできる椎茸粗選別の具現化
椎茸の生産現場における労力低減(時間・人数等)

良品判定 LS品判定
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NVIDIA® Jetson Nano™ 
(AI処理ボード)

NVIDIA® Jetson Nano™ でAI処理

ソフトウェア(AIモデル)

NVIDIA® Jetson Nano™i-PROカメラ

モバイルバッテリーLED

i-PROカメラ

i-PROカメラでAI処理
ソフトウェア組み込み

ソフトウェア(AIモデル)i-PROカメラ
（AI処理機能内蔵カメラ)

AI粗選別デモ機 0号機 AI粗選別デモ機 初号機 / 2号機

ソフトウェア組み込み

横185mm 縦170mm

高さ350mm

皿130mm

アノテーション：物体検出 アノテーション：領域検出

判定結果は、PCに接続し画面上で確認する仕組み 判定結果は、LEDが点灯して確認する仕組み

使用した椎茸AI粗選別デモ機
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画像認識(AIモデル開発) のStep

STEP1
要件定義

STEP3
アノテーション

STEP2
データ収集

STEP4
機械学習

STEP5
評価・改善

AIに学習させる為に収集した
画像に意味づけを行う作業
(教師データ作成）

AIに学習させるための
元になる画像を取得

教師データをディープ
ラーニングで学習させる

AIモデルの問題を分析
し、再学習させる

解決したい課題定義

椎茸の良品サンプルと劣るもののサンプルを反復学習させる

（ A / B / ム ）
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0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%

AI選果機０号機(実績) AI選果機初号機(実績) AI選果機2号機(実績)

AI選果機０号機(実績) AI選果機初号機(実績) AI選果機2号機(実績)

判定できない

LS品なのに良品判定

良品なのにLS品判定 正
42.9%
(228個)

誤
57.1%
(304個)

正
70.4%
(373個)

誤
29.6%
(157個) 正

84.3%
(625個)

判定できない

LS品なのに良品判定

良品なのにLS品判定17.6%
(94個)

28.6%
(152個)

10.9%
(58個)

3.7%
(20個)

9.1%
(48個)

16.8%
(89個)

作業個数：532個 作業個数：530個 作業個数：741個

42.9%

70.4%
84.3%

誤
14.1%
(103個)

良品なのにLS品判定

LS品なのに良品判定

判定できない

2.6%
(19個)

9.2%
(67個)

3.9%
(20個)

※判定できない：AI選果機が「しいたけ」と認識できないケース

椎茸AI粗選別デモ機 判定精度
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椎茸粗選別における人･AI粗選別デモ機による作業時間比較

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

作業1回目 作業2回目 作業3回目 作業4回目

実験回数を重ねると共に人も学習するため、
AIと作業時間の大差は無くなる方向。
一方でスポットワーカーや障がい者には有効
なツールと成り得る。

椎茸1個当たりの選別に費やした時間
(秒)

被験者A目視判別

AIゼロ号機

AI初号機

AI2号機
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椎茸荒選別作業におけるAI有無の取り組み結果

作業スピードの安定化、選別ばらつきの低減

椎茸AI粗選別デモ機の使用にて得られた効果

指導者・作業者の労力とストレスの低減

作業前のトレーニングが不要

効果あり

自信を持って作業ができる
ピリピリした現場
コミュニケーションが苦手



CO2 / 温度センサーシステム
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12

自社開発によるCO2 / 温度センサーシステムボード

小型筐体

Windows PC用GUI

給電用USB-C

RFモジュール：
STM32WB5MMGH6TR
(STMicroelectronics 社製）

CO2センサ：Sunrise
(旭化成エレクトロニクス 社製)

温度センサ：STTS22HTR 
(STMicroelectronics 社製）

LDO：LD39100PU33R
(STMicroelectronics 社製）

温度センサ：HTU31D RH/T
(TE Connectivity 社製）

DCDC：STBB1-APUR
(STMicroelectronics 社製）

基板、及び 主要構成部品

STMicroelectronics 社製品を
中心に伯東取り扱い製品で構成

複数のボードから得たデータを
一つの画面に表示可能なGUI(開発中)
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現場イメージ : 
製造ラインに大型モニターを設置し、
各工程のCO2排出量を見える化。
現場での問題意識を共有化。

現場作業者のPCで
CO2排出量モニター

CO2センサーユニットを複数台設置

製造ラインでのCO2センサーユニット導入ホストコンピュータ

製造ライン

CO2 / 温度センサーシステム導入イメージ



本件に関する問い合わせ先
担当部署 : デバイス事業統括部 技術･ソリューション部
担当者 : 玉田、岡田
TEL : 06-6350-8911

実際に試してご確認いただけますので、お気軽にお問い合わせください。


